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【はじめに】 

新型コロナウィルス (severe acute respiratory syndrome coronavirus 2: SARS-CoV-2) は、2019年12月に中

華人民共和国湖北省武漢市で肺炎患者が集団発生し、その後世界に拡大していった。世界保健機関 (world 

health organization: WHO) は、公衆衛生上の緊急事態を2020年1月20日に宣言した1)。日本では、2020年1月

16日に初めて新型コロナウィルス感染症 (coronavirus disease 2019: COVID-19) が報告され、2月1日に指定感

染症に指定された。このSARS-CoV-2パンデミックへの各国の可及的速やかな対応は、世界的な課題であること

は言うまでもない。日本国内では2021年8月に変異株の猛威もありCOVID-19の第5波が押し寄せ、急激な患者

数増加により全国的に医療が逼迫していたが、現在（執筆時点2021年12月）は新型コロナウィルスワクチン接種

も進んだこともあり、かなり落ち着いている状況である。東北支部学術講演会 (Web) は、2021年7月3日に開催

されたため、これ以降に示す様々な数値は2021年6月30日付の値とする。宮城県内における2021年6月30日時

点での感染状況をFig.1に示す2)。第4波が収まりつつある時期であり、COVID-19罹患者数は累計9126人であっ

た。また宮城県新型コロナウィルス感染症医療調整本部の組織体制をFig.2に示す3)。東北大学病院長を本部

長として、副本部長はじめ、県内の災害医療コーディネーターや統括DMAT (disaster medical assistance team) 

隊員の面々が本部員を務める構成で日々の感染症対策が行われている。本誌では、宮城県内における様々な

COVID-19に対する感染対策や検査体制の中で筆者が直接関与した東北大学診療所ドライブスルー型PCR検

査と宿泊療養施設内往診X線撮影の実際についてそれぞれ以下に概説する。 

【東北大学診療所ドライブスルー型PCR検査】 

1）設置経緯 

2020年4月13日、宮城県知事より東北大学病院に対して、ドライブスルー型PCR(polymerase chain reaction) 

検査外来の開設が依頼された。翌々日の2020年4月15日には、新たに東北大学診療所を設置し、同外来開

設準備を開始した。そして、宮城県・仙台市行政職員、自衛隊、保健所、テント業者、工事業者など多職種・

多機関連携のもと、1週間というスピードで2020年4月21日より、ドライブスルー型PCR検査外来を開始した（場

所は非公表）。私は、東北大学病院の日本DMAT隊員として2020年4月14日から現地入りし、立ち上げから携

わった。現在も継続してドライブスルー型PCR検査の運営業務を担っているので以下に診療の実際について

述べる。 

2）診療体制 

2020年4月21日より開始（2020年7月から別会場）した東北大学診療所ドライブスルー型PCR検査外来は、

Fig.1 COVID-19罹患者数の推移 Fig.2 宮城県新型コロナウィルス感染症 
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原則平日の午後毎日（感染者数が少ない場合は、月・水・金の週3回）実施した。検査は、完全予約制で原則

乗用車に乗ったままドライブスルー方式でPCR検査を行っている（Fig.3）。検査時間は、1人当たり2分半程度

で保険証撮影・本人確認・検温・問診・検体採取の順で検査診療を行う。診療体制は、平日毎日日替わりで

東北大学病院・医学系研究科・歯学系研究科・加齢医学研究所・災害科学国際研究所の複数部署から人的

支援を頂きながら運営している。また、行政職員や警備会社などの多業種とも連携し、1日当たり約30名のスタ

ッフでPCR検査を実施している。私の立ち位置は、当該診療所の事務局として、当日の運営リーダーを担う。 

3)診療実績 

2020年4月21日から2021年6月30日現在の開催回数は延べ254回、検査人数は延べ10609名（最大119名/

日、平均41.3名/日）に達した（Fig.4）。第4波が落ち着いてきた時期であったので当ドライブスルー型PCR検

査数も減少していることがわかる。また、上記の数には2020年7月20日より開始した妊婦検診の一環としての

PCR検査824名を含んでいる（現在は第5波の急激な検査数上昇により停止中）。当診療所におけるPCR検査

数は、宮城県全体における検査数の約10％を占めており、大いに地域貢献できたと考えられる2～7)。さらに、

日々交代で配置されるスタッフに対する感染対策や警備員配置による交通事故防止に努めることにより、これ

までSARS-CoV-2感染および検査場内事故をゼロに維持できている。ドライブスルー型PCR検査は、野外対

応のため夏場ではテント内40度、冬場ではテント内0度以下になることもあるので、引き続き暑さ寒さ対策が求

められる現場である。 

【ホテル療養所往診Ｘ線撮影】 

《使用機器》 

・ポータブル型Ｘ線撮影装置： X-BUGGY COMFY（大林製作所社製）、重量：約30kg（Fig.5） 

・X線検出器 (flat panel detector: FPD) ： CALNEO Flow G47 (富士フィルム社製) 、重量：約1.8kg（Fig.5） 

・FPD用QCファントム：KC-001X（三田屋社製）、縦 22 cm×横 22 cm×高さ 1cm 

 

1）設置経緯 

宮城県と仙台市におけるCOVID-19患者への行政対応は、特別な理由がある場合を除き、基本的に宿泊

療養とし、入院適応がある場合には医療機関への受け入れ調整を行っている。東北大学病院は、第一種感

染症指定医療機関であること、地域医療を支えてきた実績や東日本大震災の経験などから、宮城県内にお

ける新型コロナウイルスの感染制御に多角的な対応を続けている。特に宿泊療養施設においては宮城県と仙

台市との協力のもと、往診機能を集約させた医療機能付宿泊療養施設を第3波中の2021年1月15日に設け、

繰り返すことが予想された病床逼迫の抑制に対応してきた。宿泊療養施設内では、X線検査に加え、採血検

査や心電図等も実施できる体制である。COVID-19患者へのポータブルX線撮影は、法的根拠に準拠して行

われている8)。 

2）診療体制 

2021年1月15日より開始（2021年2月から別ホテル、2021年9月から現ホテル）した宿泊療養施設内における

往診X線撮影は、原則月・水・金の週3回（第4波や第5波のように感染者数が激増した場合は、平日毎日）で

Fig.3 ドライブスルー型PCR検査の様子 Fig.4ドライブスルー型PCR検査数の推移 
 



行われている往診に合わせて実施している。東北大学病院総合地域医療教育支援部の往診医師らが、日替

わりでホテルに訪れ、療養者の健康観察表や症状を聴取後に必要に応じて東北大学病院のオーダリングシ

ステムから検査オーダー（X線撮影、採血検査、心電図など）を行う。往診X線撮影は、療養者の居室にてFPD

を保持してもらい撮影している（Fig.5）。また、派遣看護師、行政職員やホテル職員らの多業種とも連携し、1

日当たり約20名のスタッフで宿泊療養施設運営を実施している。 

3）診療実績 

2021年1月15日から2021年6月30日現在の開催回数は延べ73回、往診人数は延べ576名（平均8.2名/日）、

撮影人数は延べ279名（最大10名/日、平均4名/日）を数えた（Fig.6）。また、往診X線撮影件数においても、

ドライブスルー型PCR検査数同様に第4波が落ち着いてきた時期であったので減少している。往診者数の約

49%(279/576)にX線撮影が行われ、その内の約8% (21/279)が入院調整となった。これまで宿泊療養施設内で

の死亡例はゼロである。これは当検査体制の構築により、重症化の兆しを早期に検知し、適切な医療提供へ

の一助になっているものと思われる9)。さらに、これまで宿泊療養施設内でのX線撮影の様子などは、複数回

取材・報道されたり、受賞10)されたりしており、社会の関心の高さも伺える。 

 

【結語】 

COVID-19へのパンデミック対応は、多職種・多業種との連携が不可欠であることが今回の経験から強く感じ

た。これまで宿泊療養施設内での療養者死亡例はゼロを維持している。宮城県における様々なCOVID-19対策

が防ぎ得るコロナ死の低減に寄与していることを切に願う。 
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